
法務省行政事業レビュー（公開プロセス）　

＜事業の支出先及び使途の把握水準について＞

（評価シートに記載されたコメント）
【改善の余地あり】

・ 事業全体の費用対効果が不明，説明が必要
・ 一者入札が多く，また，特定の業者の受託金額が大きく，バランスを欠いている。
・ 一者入札の経緯についてやや不明
・ 一応の経費削減効果は見ているものの，分析が不十分と思われる。

【不十分】
・ 事業の全体像とそれに伴う詳細な計画があるのだろうが，見えない。
・ 総ＰＬ，キャッシュフロー，損益分岐点，事業の総メリット，コストが分からない。

＜事業についての見直しの余地について＞

【一部改善】
・ 地図等証明用紙調達方法の見直しを含めるべきと考える。
・

【抜本的改善】
・ コスト計算，手数料設定を明確に。
・ 特会収支の透明性
・ インターネットでの提供は，最新システムの会社へ委託
・

・

・

・ コストに見合う便益があるのか。何故５００円なのか。４６０円でないのか。
【現状のまま】

・ コスト低減のみではなく，電子化による新たな行政サービスを創出する必要がある。

何故，今，やるのか，完全に納得できない（電子化すべきというところは漠然とは賛
同しているが）。
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外部有識者の評価結果

地図管理業務・システムの最適化の推進

１　十分

このシステムの構築に係る経費と手数料の関係が最後まで分からない。利用者の
便益と負担とのバランスも含めて，明確に示されるべき。「特会だから」は通用しな
い。

指定法人によるインターネット情報提供は直ちに止めるか，手数料水準やサービス
内容を抜本的に見直すべき。

予算の組み方，説明の仕方が不十分であった。収支の考え方，予算の建て方，経費
削減の方法等個々の項目について再検討が必要と思われる。
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